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房総沿岸域に出現するサンマ群について

定置網による漁獲

安l京宏

太平洋間IJで漁獲されるサンマはほとんどが夏秋季に

東北海区で棒受網漁鉛によって漁獲されたものである。

様受網漁期外にもこれらのサン7群の一部は沿岸域で

地先漁業により漁獲される。太平洋間IJでは冬~春季に

熊野灘で流網等によって専業的に漁獲されている他は、

各地のまき網，定置網等に若干混獲される程度で漁業

生産 1:重要な位i置を占めない。

しかしサンマ資源研究をiTう上で、周年を通じて生

物資料，漁獲統計資料を収集検討することが必嬰であ

り、これらのサンマ群に関する調査研究の意義は決し

て小さくない。本県沿岸にはほぼ周年サンマ群が来遊

し主として定置網によって漁獲されているが、これ等

について今迄若干の調査を行って米たのでその結果を

とりまとめ報告する。なt，'、 H百利26，27 !I'I室に干葉県

水産試験所館山支所がこれ等を対象に漁獲統計，体長

体重測定等調査を行いその結果を報告済みであるので、

今回はそれ以後の調査結果について報告「る。

資料と方法

している。したがって本県北fj~地域での混懲はほと λ

ど見られないようである。

付表1に昭和32-50!ドの漁獲量を示したが年間の総

漁獲量は最も多い年で約193トン(昭和47年)長L少い

年で約6トン(昭和40年)，平均約48トンと他魚種に比

べでかなり低い方である。閃1昭和32-50年の月別平

均漁獲量を見ると12月と 6!iにそれぞれ漁獲の111が見

られる。東it海[正におけるサンマ I章受訓~ì魚illのf非移、

魚群の移動iizi兄等から勘案すると10月から翌年の 2!J

までの漁獲は、東北海i正からの南下静の一部の入網に

よるものであり、 3月-7月のI魚j蔓は房主主半&M:J.IJ!jよ

り沿岸部を北上して来た群の人絹によるものであると

思われる。最も来遊の多い時期がそれぞれ12月、 6月

である。そこで10月-2月を南下期、 3月一7月を北

上期として取り被い、 二つの矧問i互にl論Fることにしたの

千葉統計情報事務所およびl五l館山支所の俸受網漁業 21 

以外の漁業種類によるサノ7漁獲に、関する統計資料

(Hs和32-50年)をもとに漁況に関する記述を、鴨川J，

和田，白子，香，館山，有井，保田定置漁場より提供

されたサンマについて行った諸測定結果(体長、体重、

生殖腺重量、脊1m骨量~) (昭和35，36， 40-50年)か

ら魚体に関する記述を行った。

結果

15 
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木県沿岸にはサンマ群の来遊があるが、 12月頃、犬 トン

吠崎i中で捧受網による漁獲が見られる他は、来遊量も

多くないので、主漁獲対象とする漁業は無く、まき網

と定置網に混獲される程度である。まき摘の混穫は極

めて僅かで、統計資料として現わされて来るのはほとん

どが定置網からのものである。本県沿岸の定置網漁場

は地理的条件から房総半島南部の鴨J11-金谷間に位置

11 9 1() 11 12 i :1 :i 4 1; 6 7 8 

関 1 定置網によるサンマ月別平均本揚量

(昭和32-50年)
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南下期

1) i.魚況
定置網漁場のある鴨川I~保田関(金谷漁場の分は必

合で謁査対象外とした)を便宣上外房海域(鴨川I~伊

戸)と内房海域(州の崎~保田)に分けた。付表2海

域別期間別漁獲量に示すとおり、南下期での漁獲はほ

とんど外房海域からのものである。内房での定置網の

操業開始期間がおよそ 1月頃で外房海域の11月頃に比

べて約2ヶ月連れているにしろ主として雨漁場{立震の

地理的な差異ーからこのような地域的な漁獲の煽りをも

たらすに至ったものと思われる。図2の南下期漁獲量

の経年変化を見ると最多漁獲年は昭和47~48年の約33

トン，最少漁獲年治唱百和38~39年の約 1 トンで18年間

の平均は9.8トンであった。
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2)魚体

体長 図3，付表3サンマ体長組成(南下期)に示

すとおり、体長範囲は16cm台~31cm台にあって18， 22， 

25~28 ， 30cm各体長モ ド苦手の出現が見られた。 12~

2月の主たる出現群は26cmモード群で29cm以上の魚体

の出現は少い。

肥満度:図4の肥満度平均値の季節変化に示すとお

り 3:2~3.9台に分布しており、北土期の同ピ体長群に

比して傾向的に低い。なお参考までに図5に体長，体

重関係を示した。

生殖線重量:図6生殖腺重量平均値の季節変化図に

示すとおり、概ねO.5~3g の間に分布している。季節

の進行と共に増大する傾向にある。魚群の性成熟度を
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生殖腺重量の季節変化図6

南下期体長組成図3
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cmの体長階級の脊椎骨数を、明瞭な体長モードの形成

されていない群については適当な体長階級範囲の脊椎

骨数を平均した)に示すように、65.00前後に分布が見

られるが僅かに2群の算定であるので傾向的なことは

言及出来ない。

北上期

1) i;魚 j兄

付表2に示されるように北上期での漁獲は内房海域

に偏ってむりその割合は96%に達する。南下期同様地

理的な原因もあろうが、その理由は不明である。図9

;jt上期漁獲量の経年変化を見ると年による豊凶の変動

が極めて著しい。最多漁獲年は昭和47年の約162トン，

最小漁獲年が昭和40年の約3トンであった。 19年間の

平均漁獲量は約37トンで南下期の約3.8倍である。昭和

37， 42， 47年が隻漁年で、豊凶に見掛上5年の周期が

見られる。

0.59以上の生殖腺を有する個体が標本群中でどの位の

尾数%を示すぷヤ見ると11月上~中旬は50%前後でそ

れ程進んではいないが、 12月中旬頃より70%以上に増

加しでおり産卵期への移行が認められる。ただし熟卵

(39以上)を有する{団体の出現はまだ少い。又、図

7体長階級別平均生殖腺重量を見ると体長階級が同じ

でも北上期に比して低い。
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脊椎骨数:太平洋側に出現するサンマ群は春生れー

中型系統群，秋生れ 大型系統群から構成されている

といわ./1.3;その識別の一方法として脊椎骨数の1洋平均
値が用いられておりその出現頻度分布から両系統群の

境界は概ね65.00にあるといわれている仇乙で定置網

で漁獲されるサンマ群の系統を識別する意味合いで脊

椎骨数を測定(魚体の大きなものについては直接、小

さなものはSOFTEXを利用して算定したJした。図8
体長と脊椎骨数の群平均値(原則として体長モードの

明瞭な群については、体長モード(単峰，双峰)土1

トン

草3:13" 3d 3・3738 3"9 40 41 柑晶 4~ 4t; 46抑制9町

図9 北上期漁獲量の経年変化

一一一:南下期

ーーーー:北上期65.5 

なお、特異現象として昭和48年6月には、東京湾奥

部の木更津~千葉i中、横浜i中でサンマ成魚(体長30cm

前後)の来遊が見られた。

2)魚{本

体長:付表4，図10北上期の体長組成に示すとおり

体長範囲は3cm~35cm台の広い範囲におよぶ。測定し

た標本群毎の体長モードは7，9 ~22 ， 24， 27~30cm 

にそれぞれ見られた。月別にまとめると 3月28cm，4 

月7，28~29cm ， 6月11，19， 29~30cm ， 7月20叩の

各モード群となる。体長から見て北上期当初の3月は

成魚群が4月以降は幼魚群の出現が卓越し、北上期全

期間で、は13~15cm台の魚体の出現が最も多い。
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{本
1.0.1.2， M ，1.6.1.8 

図10 北上期体長組成

4月扇ス工42.43.47.48年)
N : 1990 
，........" 

5月(35.36.41.42.43.44.45.46.
47;48~49.，印刷 N2664

肥満度 :JZI4に示すとおり、北上期における体長20

考察

房総沿岸域の定置網で漁獲されるサンマ群が夏秋季

に東北海区で棒受網漁業の漁獲対象となるサンマ群と

どのような関連を持つのか若干の考察を行った。

南下期 (10-2月)に房総沿岸域に出現するサンマ

群は8-12月の東北海lRのサンマ捧受網漁況の推移等

から道東一三陸から主として沿岸域を南下して来た群

の一部であると考えられる。房総沿岸域でのこれらの

出現量の多少は道東~三陸i中での来遊量水準とその後

の南下経路が沖合寄りか沿岸寄りかによって決められ

るのではないか左怠われる。昭和32-33，36-37， 42 

-43， 47-48年は房総沿岸域の南下期の漁獲が相対的

36 

冊以上の魚体の肥満度は南下期に比べて高くおよそ3.6 35 
-4.5に分布している。南下期に引続き 5月中旬頃まで

季節の進行につれ増大する傾向にあるが5月下旬頃よ

り低くなる。

体長19cm台以下の魚体の肥満度は3.1-4.5の関にか

なりばらついて分布している。季節の進行に伴う規則

的な変化は見られ在い。

生殖腺重量 :JZI6によると 3月以降5月中旬頃怠の

問は概ね雌が39台，雄カ'1.5-3.5gで熟卯を有する

i国体や、主主NIl直前の個体が見られた。
図7によると同一体長階級のものでも南下期に比べ

て北上期のものの方が高い。体長25叩台の平均生殖腺

重量は2g台であるが、南下期にこの重量を有する魚

体は28-29cm台である。標本個体数が少いので詳細は

不明だが、 32cm以上の魚体の平均生殖線重量はむしろ

低くなっている。最も高い平均生殖線重量を有する体

長階級は北上期では31cm(3.8g)であるが、南下期で

は28cm(2.5g) 左相異が見られる。

脊椎骨数:図8に40標本群それぞれの脊椎骨数の苦手

平均値を示した。その分布の傾向から全体を二つのグ

jレープに分けられる。 llPち体長モード9-16cm台で群

平均値が64.50-65.00のグJレープと体長モード17-29

cm台で群平均値が64.70-65.10台のグループである。

両グjレ プもかなりのばらつきが見られるが、後者の

グループの方が前者に比べて明らかに分布範囲が高い。

ω:漁場域
図11 サンマ棒受網漁場図



に多かった年だがいずれも12月頃鹿島灘~犬吠崎近海

で棒受網漁場が形成されている。(図11参照)。

房総沿岸域に11'.現する魚体は26~27cm付近に体長モ

ードを持つ群で東北海区の中型苦手に由来するものと思

われる。 29cm以上の大型群の出現が少いことは東北海

区に大型群の出現があってもこれらの群性成熟か進行

し比較的に早い時期に漁場から逸散するためと、東北

海区に当初大型群の出現があっても漁期後半には中型

群以下の大きさの群と入れ換わるためと思われる。房

総沿岸域に南下期に出現する魚群のf生成熟状態から見

て直ちに産卵を行う群は少いのではないかど見られる。

この群のその後の回遊経路については相模湾i駿、河湾
割 引

の定置網漁況、熊野灘での流網等の漁況の推移から黒

潮内側域を南西方向に移動するものと推測される。

次に北上期 (3~ 7月)に房総沿岸域に出現する魚

群は、南下期に、出現する魚群が、 1;):ぼ成魚群のみで

構成されるのに反し、稚魚，幼魚，IJX魚の各発育段階

の穏々の体長モード，肥満度を持つ群から構成されて

いることが特徴である。 3~7 月の全体長組成から見

るとほぼ29cm付近に体長モ ドを持つ成魚群と14cm付

近に体長モードを持つ幼魚群の同苦手の存在に大別され

る。成魚群は産卵を行いながら沿岸域を北上しつつあ

る群の一部であり、脊椎骨数の苦手平均値から見て翁わ

ゆる中型系統群に属するものと考えられる。幼魚群に

ついても同機だがこれ等の群について年令査定を行わ

F成長に関する検討も行っていないので生活史の中で

の位置付けを推論による他ないが、この成魚群は夏秋

季に東北海区でいわゆる特大魚 (32cm以上モード群)

として出現するのではないかと思われる。東北海区で

の持大]魚の漁獲割合は数%以下だから北上期における

これ等魚群はJ張。Il親魚群として再生産に影響をおよぼ

す存在であっても、その年の棒受網漁況の豊凶にはほ

とんど影響をおよぼさ在い存在と考えられる。

一方、幼魚群は東北海1互に成魚群として出現するも

のと思われる。脊椴骨数の群平均値から見て北上期の

房総沿岸域に出現する成魚群と同様中型系統群に属す

るものと思われる。但し体長階級16~17cmを境にこれ

より体長の大きい群と小さい群では苦手平均値の分布が

やや異るので筒w中主排でも発生水域の相異を示唆して
いるのではないかと思われる。従って北上期Iにおける

これら幼魚群全体の来遊量水準はその年の東北海区の

中型群の出現状況に影響をおよぼすと思われる。房総

沿岸に出現する幼魚群が北上群全体の分布の縁辺部の

存在に過ぎずその数量割合が一定かどうかも不明なた

めか、定置網による北上期の漁獲量と秋の東北海区の

19 

棒受網漁況との聞の関係を直ちに見出すことは難しい

(図12参照)。いずれにしろ房総沿岸域での北上期の漁

獲量の変動か苦しいのは出現する魚群の構成が多様で

符に幼魚群が主体であり発生数量水準およびその後の

環境条件の変化を非常に受け易い段階にあるためと考

えられる。
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図12 年次別定置網漁獲量と棒受網漁況との関係

摘要

1 )房総半島沿岸の定置網で漁獲されるサンマ群につ

いて漁獲統計調査、魚体調査を行った。

2 )房総沿岸域へは北上期と南下期の二つの期間にサ

ン<1誇が来遊する。

3 )南下期に来遊する群は東北海氏の中裂群に由来す

る成魚で{生成熟が進行中である。

4 )北上期jに来遊する群は稚魚，幼魚，成魚群から構

成され、中型系統群に属するものと思われる。

5 )北上期の成魚群は産卵群で東北海区へは特大魚と

して、幼魚群は成魚として出現し、幼魚群の来遊量

水準は東北海区のr!l型群の出現に影響をおよぼすと

思われる。
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4 )小逮 繁:脊椎骨数からみたサンマ魚群集団の構

造-1，東北水研報告21.

5 )漁業f青報サーズセンター(漁場知識普及会) :漁

海況速報昭和32~50年版.
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6 )静岡県水産試験場:サンマ資源調査報告昭和48年。

7 )三重県浜島尾鷲水産試験場漁海況速報昭和44-

48年.

付表 1 定置網によるサンマ漁獲量 (トノ)

コょ¥L 1 2 3 4 5 6 
昭和32 3.0 8.8 。ー1 0.8 2.6 9.7 
33 17.7 2.5 6.3 2.1 0.7 0.7 

34 3.0 0.6 3.8 3.2 8.2 

35 7.9 0.9 1.8 1.9 7.1 2.6 

36 4.6 0.6 2.0 4.7 10.3 6.5 

37 0.9 。 2.2 19.8 50.4 
38 0.6 。 5.2 9.8 10.9 
39 0.4 23.9 4.5 

40 0.7 2.9 

41 5.1 。目4 1.5 。 1.1 0.5 
42 1.8 。 12.5 62.9 

43 2.1 2.7 2.1 1.1 12.5 

44 0.9 0.8 1目9 。 27.0 1 6 
45 O. 1.8 0.1 。 0.2 6.6 
46 0.3 0.1 9.4 

47 0.7 1.6 0.5 0.5 16.9 143.5 

48 。目1 3目7 0.5 1.8 0.9 77.7 
49 0.3 0.1 1.1 0.4 2.3 1.0 

50 4.9 0.7 0.1 3.3 3.3 

平 均 2.9 1.3 0.8 1.4 7.5 21.9 

7 8 9 10 11 12 言↑

31.4 0.3 56.7 

0.2 0.4 30.7 

0.3 1.4 20.5 

0.4 2.1 0.9 25.7 

2.1 13.3 1.2 2.4 47.5 

4.5 。 5.2 83.0 

9.6 1.2 37.2 

1.1 7.1 37.0 

1.4 1.0 5.9 

0.4 1.9 11.0 

5.8 0.1 。 1.2 6.1 90.5 
7.3 0.6 1.2 0.9 4.5 35.0 

。 1.3 2.7 36.2 

0.1 0.8 0.8 0.7 11目1
25.2 0.1 4.1 39.3 

0.3 。 11.5 17.8 193.3 

18.7 。 。 。 。 7.2 110.6 
。 3.8 1.5 10.5 

。 。 。 4.3 1.4 6.5 24.5 
5.6 。 。 1.0 1.4 3.8 47.7 
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付表2 定置網によるサンマ海域日IJ期間別漁獲量トン

南下期 (10-2月) 北上期 (3-7月)

年 外房 内局 年 外房 内房 計

32-33 22.3 。 22.3 32 0.2 44.4 44.6 
33-34 3.9 0.2 4.1 33 7.8 2.1 9.9 

34-35 10.2 。 10.2 34 0.7 14.8 15 5 
35-36 5.2 3.0 8.2 35 2.8 11.1 13.9 

36-37 3.3 14.5 17.8 36 2.4 23.0 25.4 

37-38 6.1 。 6.1 37 1.0 75.9 76.9 
38-39 1.2 。 1.2 38 0.3 35.2 35.5 
39-40 8.7 。 8.7 39 2.4 26.3 28.7 
40-41 7.9 。 7.9 40 。 2.9 2.9 
41-42 3.7 。 3.7 41 1.5 2.1 3.6 
42-43 12. 1 。 12.1 42 。目2 80.9 81.8 
43-44 6.3 2.0 8.3 43 3.1 19.9 23.0 

44-45 5.7 。 5.7 44 2.0 28.6 30.6 
45-46 2.7 。 2.7 45 1.2 5.7 6.9 
46-47 6.5 。 6.5 46 0.1 34.6 347. 
47-48 33.1 。 33.1 47 0.7 161.6 161.8 
48-49 7.7 。 7.7 48 1.6 98.0 99.6 
49-50 10.8 。 10.8 49 1.4 3.3 4.7 
。 10.8 50 。98 0 6.7 

平 均 8.7 1.1 9.8 1.5 
」一一

35.6 37.2 

付表3 サンマ体長組，，，<:(南ードi明)尾

体長陪糾m
4 5 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 計ff. 月

昭和41年2月 2 11 告 4 4 5 4 3 l 44 

43 2 1 1 6 27 35 12 15 3 100 

44 1 6 8 3 5 9 6 2 2 2 43 

48 2 1 5 1 4 7 13 13 3 41 

12 I 2 2 8 9 4 2 9 6 43 

49 1 1 4 4 4 2 2 3 3 23 

50 I 2 14 16 12 10 8 4 3 2 5 2 4 2 1 85 

計 5 2 14 16 12 10 13 22 18 23 43 66 55 43 15 15 12 385 

% 0.3 1.3 0.5 3..6 4.2 3.1 2.6 3.4 5.7 4.7 6.0 11.2 17.1 14.3 11.2 3.9 3.9 3.1 

12月言| 1 2 2 8 9 4 2 9 6 43 

% 2.3 4.7 4.7 18.6 20.9 9.3 4.7 20.9 14.0 

1月計 2 14 16 12 10 8 4 9 11 12 11 17 10 4 5 6 151 

f現， 1.3 9.3 10.6 7.9 6.6 5.3 2.6 6.0 7.3 7.9 7.3 11.3 6.6 2.6 3.3 4.0 

2月計 I 5 4 16 9 10 31 47 29 29 9 l 185 

qι 0.5 2.7 2.2 8.6 4.9 5.4 16.8 25..4 15.7 15.7 4.9 0.5 



'" '" 

付表4 サンマ体長紙成(北上期) 尾

ボ!4 5 6 7 8 9 10 11 
昭和耳E和耳年5月 157 24f 1 1 

36 4 4 14 64 61 39 68 
5 1 5 5 4 

7 

41 4 1 4 11 

5 4 18 8 5 

42 4 1 5 9 

5 2 15 17 

43 4 5 16 32 

5 

6 

44 3 

5 2 3 13 17 13 
6 

45 5 1 

6 
46 5 5 

6 

47 3 

4 14 73 55 35 
5 l 3 4 12 
6 

48 3 

4 

5 1 7 24 

6 2 3 31 95 76 

6 

49 5 4 13 
7 

50 5 

6 2 29 54 

2十 4 14 64 176 336 254 304 380 

% 0.1 0.2 1.1 2.9 9.4 4.2 5.0 6.3 
3月J十
% 

4月百十 4 14 64 171 319 179 119 155 
% 0.2 0.7 3.2 8.6 16.0 9.0 6.0 7.8 

5月計 3 8 42 61 95 
% 0.1 0.3 1.6 2.3 3.6 

6月百十 2 3 33 124 130 

% 0.2 0.3 2.8 
7月百十

% 

12 13 14 15 16 17 18 

5 5 8 4 6 8 18 

40 62 74 34 13 6 3 

3 5 9 16 24 17 

1 3 5 4 8 

26 28 14 6 7 1 2 

2 2 1 2 

23 20 16 16 6 5 7 

23 45 87 118 ss 50 35 
65 75 43 16 7 4 2 

5 9 14 

21 53 105 117 55 18 7 

4 7 2 1 1 4 

1 11 4s 65 75 67 31 
2 7 12 17 

6 7 5 5 3 3 

7 2 2 1 
14 4 4 3 9 13 33 

1 1 1 4 15 15 

51 47 46 19 5 1 1 

24 15 14 8 20 21 29 

22 45 43 47 44 34 26 
1 4 3 2 8 4 
1 10 17 16 46 31 

31 20 s 3 3 
370 448 541 499 397 349 304 

6.1 7.4 8.9 8.2 6.6 5.8 5.0 

161 187 149 73 33 16 14 
8.1 9.4 7.5 3.7 1.710.8 0.7 
148 218 363 4口5 317 264 199 

5.6 8.2 13.6 15.2 11.9 9.9 7.5 
60 43 24 15 40 57 79 
5.1 3.7 2.1 1.3 3.4 4.9 6.8 
1 5 6 7 12 12 

1.3 6.3 7.5 8.8 15.0 15.0 

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 J十

83 30 8 177 

1006 

9 2 100 

5 14 9 2 1 52 
2 2 2 5 22 19 9 1 162 

1 l 10 18 15 5 92 

4 3 115 

33 29 16 3 559 

265 

1 4 10 4 1 20 

20 12 15 5 3 2 85 
l 2 4 10 17 13 2 1 50 

2 3 9 2 440 

7 9 3 1 1 5 3 2 1 51 

8 307 

17 13 9 18 6 1 102 

1 1 1 37 
5 3 3 1 1 13 

18 10 9 2 9 48 
1 3 2 5 9 1 321 

33 24 3 2 6 3 171 

4 2 5 l 9 23 18 2 3 104 
3 14 30 6 5 58 

1 3 9 51 54 3 121 

202 

38 38 45 22 10 4 1 4 67 69 9 1 646 
1 5 7 4 17 

6 284 

4 2 28 

4s 23 5 2 5 15 14 19 11 7 1 3 1 275 

150 

321 207 122 58 21 32 22 40 60 177 241 161 30 6 4 1 6058 

5.3 3.4 2.0 1.0 0.3 0.5 0.4 0.7 1.0 2.9 4.0 2.7 0.5 0.1 0.1 0.0 

18 11 14 20 49 23 18 2 1 156 
11.5 7.1 9.0 12.8 31.4 14.7 11.5 1.3 0.6 

4 3 1 6 4 10 23 74 73 12 1 1990 
0.2 0.2 0.1 0.3 0.2 0.5 1.2 3.7 0.6 0.6 0.1 
222 109 3 6 5 16 17 39 45 34 10 l 3 l 2664 
8.3 4.1 1.2 0.2 0.2 0.6 0.6 1.5 1.7 1.3 0.4 。。 0.1 0.0 

86 79 80 50 19 8 2 15 100 97 17 4 1 1168 
7.4 6.8 6.8 4.3 1.6 0.7 0.2 1.3 8.6 8.3 

9 16 9 2 1 80 
11.3 2.5 1.3 


